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OS
Windows 8.1
Windows 10
Windows 11
※OS は最新の状態にして使用してください。

CPU 1 GHz 以上、かつ2コア以上の32bitまたは
64bitプロセッサー
メモリ 1GB 以上
画面の解像度 1024×768 以上

必須コンポーネント
Microsoft .NET Framework 4.8
Microsoft SQL Server System CLR Types 2017
Microsoft ReportViewer 2016
（未インストールの場合に、初回プログラム起動時
自動的にインストーラーが起動します。）

職場結果「分析」機能にて3Dグラフを利用する場合
のみ
Microsoft Office Excel 2016 以降 または Office365
以降

上記環境下でご使用ください。

【動作環境】
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１. プログラムダウンロード

厚生労働省ストレスチェック実施プログラムダウンロードサイト（リンク先）
を開いてください。
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①.「ダウンロード時の注意

事項」を確認して、□に
チェック

②.［ダウンロード］ボタ

ンをクリック

※社内のPC環境などにより、EXE形式
が使えない方は
こちらからZIP形式のファイルをご利
用ください。



をクリックし

［開く］をクリックします
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A Google Chromeの場合

【ダウンロードしたファイルを開き、インストールを開始します】
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B Microsoft Edgeの場合

① … をクリックし

［保存］をクリックします。

③［保持する］をクリックし

ます。

②［詳細表示］をクリックし

④［ファイルを開く］を

クリックします。
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プログラムダウンロードや実行時、以下のような警告ダイアログが表示される場合
があります。（アプリの名前は下と異なる場合があります。）

この画面が出た場合は、「はい」を選択して先に進んで下さい。
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プログラムダウンロードや実行時、以下のような警告ダイアログが表示される場合
があります。

この画面が出た場合は、「実行」を選択して先に進んで下さい。

mhlw_StressCheckProgram_Ver3.x.exe
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プログラムダウンロード時や実行時、以下のような警告ダイアログが出て実行でき
ない場合があります。

詳細情報をクリックすると、下に「実行」のボタンが出ますので「実行」を押すこ
とで次の処理へ進めます。同じプログラムの起動時に複数回表示される場合は同じ
手順で先に進んで下さい。

この画面が出た場合は、メッセージの下にある「詳細情報」をクリックして下さい。
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指定した場所へ
プログラムを設置

「参照」ボタ
ンを押して、
プログラムを
インストール
するフォルダ
を選択します。

【インストーラーが起動し、設置を開始します】

「 mhlw_StressCheckProgram_ver.3.6」 はダウンロードファイルをEXE形式のファ
イルとし、ダウンロード後起動することで希望のフォルダへプログラムを自動的に設
置します。
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「サンプルデータ」
実施者用管理ツールでデータの取
込に使用するテンプレート

【設置したフォルダの中身】

「実施者用管理ツール」
実施者・実施事務従事者の方向け
アプリ。ストレスチェック実施プ
ログラムの各種設定・管理

「受検者回答用アプリ」
ストレスチェック実施プログラム
を用いて回答するための受検者向
けアプリ

「職場結果閲覧用アプリ」
管理職向け職場結果閲覧用のアプ
リ

実施者・実施事務従
事者の方は「実施者
用管理ツール」をご
利用ください。
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旧プログラム等をご利用の場合、データを引継いでプログラムをご利用頂けます。

注意事項：データ引継ぎ前に旧プログラムの実施者用管理ツールのログインパスワード
をご確認下さい。
データ引継ぎを行うとパスワードも引き継がれます。
旧プログラムのパスワードが不明な場合、データを引き継いだ新プログラムにもログインする
事はできません。

引継ぎ作業実施前に、旧プログラムのデータバックアップ及び、過去結果データの外
部データ出力（Excel,CSV）などして不測の事態に備えてください。

【引継ぎ手順】
①今回ダウンロードした新プログラムの「実施者用管理ツール」を起動します。

実施者用管理ツール.exeをダブ
ルクリックすると起動します。

②ログイン画面で、初期ログインパスワード「stresscheck」を入力しログイン
します。

２. 旧プログラム等からのデータ引き継ぎ（必要な場合）
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③MENU画面が表示されます。
保管用データ管理の「データ復元」機能を使ってデータ引き継ぎ
を行います。「データ復元」ボタンを押下します。

④引き継ぎたいデータの選択画面になります。
こちらで旧プログラムのSettingFilesフォルダを指定してください。

⑤復元確認画面が表示されます。OKを押してください。

新プログラムでの現在の設定内容は失
われます。旧プログラムから結果等の
データを取り込むだけではなく、環境
設定や実施回など全ての設定内容が置
き換わります。ご注意ください。
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⑥プログラム終了確認画面が表示されます。OKを押してくださ
い。

⑦復元完了画面が表示されます。
OKを押すとデータ復元された状態でプログラムが再起動します。

⑧MENU画面が表示されます。
旧プログラムのパスワードでログインし、「環境設定」から引継
ぎ内容をご確認の上保存ボタンを押してください。環境設定を保
存しないと②職場情報以降の設定に進むことができません。

もし、復元前の状態に戻す必要がある場合は…

復元直前の状態を保存した
SettingFilesが
新プログラムフォルダ/実施者用
管理ツール
/MainProgram/backup
の中にあるので、こちらの
SettingFilesフォルダを指定して
再度データ復元を行ってください。
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３. 設置のご案内

ストレスチェック実施プログラムの設置手順の概要は以下のとおりです。実施者用
管理ツールの 「環境設定」、「パスワード設定」、「実施管理」、「職場情報」が
正しく設定されていないと、受検者による受検者回答用アプリのご利用はできませ
ん。 （ログイン方式で受検者アプリを利用する場合は、上記に加えて「受検者情
報」の設定も必要です）

3-1. ストレスチェック実施プログラムのダウンロード

プログラムをダウンロードし、「厚生労働省版ストレスチェック実施プログラム」
フォルダを利用者全員が参照可能な場所（ディレクトリ）やファイルサーバーに設
置します。 「厚生労働省版ストレスチェック実施プログラム」フォルダ以下のフォ
ルダ及びファイルの位置や名前は変更しないでください。

3-2. 受検者回答用アプリの設置

受検者回答用アプリはフォルダ「受検者回答用アプリ」の中にある「受検者回答用
アプリ.exe」になりま す。受検者が誤ってアプリを削除することを防止するため
「受検者回答用アプリ.exe」へのショートカット を作成し、受検者に公開するため
の場所にそのショートカットのみを移動し、対象者へ公開してください。（受検者
回答用アプリ.exeやフォルダは移動させないでください）

3-3. 職場結果閲覧用アプリの設置

職場結果閲覧用アプリは「職場結果閲覧用アプリ」フォルダの中にある「職場結果
閲覧用アプリ.exe」になります。管理職のユーザーが誤ってアプリを削除すること
を防止するため「職場結果閲覧用アプリ.exe」へのショートカットを作成し、管理
職ユーザーに公開するための場所にそのショートカッ トのみを移動し、対象者へ公
開してください。（職場結果閲覧用アプリ.exeやフォルダは移動させないでくださ
い）

3-4. データフォルダへのアクセス制限

受検者の回答情報を含むデータは、フォルダ「実施者用管理ツール」の中の
「MainProgram」以下に保存されます。

個人情報漏えい防止のため、P.17「６. 個人情報漏えい防止の権限設定一例」をご覧
ください。

なお、上記の内容は一例となります。設定がうまくいかない場合は各事業場のシス
テム管理者へお問い合わせください。
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プログラム（実施者用管理ツール、受検者回答用アプリ、職場結果閲覧用アプリ）
を初めて起動する場合、以下のような警告ダイアログが出て実行できない場合があ
ります。

詳細情報をクリックすると、下に「実行」のボタンが出ますので「実行」を押すこ
とで次の処理へ進めます。同じプログラムの起動時に複数回表示される場合は同じ
手順で先に進んで下さい。

この画面が出た場合は、メッセージの下にある「詳細情報」をクリックして下さい。

４. 「WindowsによってPCが保護されました」
というダイアログが表示される場合
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プログラム（実施者用管理ツール、受検者回答用アプリ、職場結果閲覧用アプリ）
を初めて起動する場合、以下のような警告ダイアログが表示される場合があります。
（exeファイルの名前は下と異なる場合があります。）

このようなダイアログが表示された場合は「インストール」をクリックし先へ進ん
で下さい。しばらくするとインストーラが起動するので完了するまで待って下さい。
（インストールには数分を要する場合があリます）

この画面はプログラム実行に必須コンポーネント（必須のソフトウェア）のインス
トールの許可を求めるものです。「はい」を選択して先に進んで下さい。

「この機能をダウンロードしてインストールする」を選択します。

５. 初回実行時にインストーラが実行される場合

dnetfx48.exe
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完了後、PCの再起動を促すメッセージが表示されますので再起動を行ってください。

インストーラが起動すると、このような画面が表示される場合があります。「OK」
で先に進んで下さい。 （何度か続けて表示される場合もあります）

全ての必要ファイルのインストールが終わると、プログラムが起動します。

プログラム起動後は、実施者用管理ツールマニュアルをご参照頂き、初期設定を
行ってください。
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【受検者全員が回答できるように、アクセス許可を付与します】

「実施者用管理ツール」フォルダの中の 「MainProgram」というフォルダを選
択し右クリックして「プロパティ」を選択します。

「セキュリティ」タブを選択し、受検者
全員（一般的には「Everyone」グループ
となります。社内の設定によっては名称
が違う場合がありますので、受検者全員
のユーザアカウントが含まれるグループ
を指定してください。）を選択の上、
「編集」をクリックし、全てのアクセス
許可を付与します。

「OK」で閉じます。

※あらかじめ「MainProgram」にアクセ
ス権限を設定されていない場合は、左図
のようになっていることを確認いただき、
そのまま閉じてください。

※下記の設定はあくまで一例です。社内のセキュリティ設定やネットワーク環境
によってはこの設定が有効にならない場合や、設定自体変更できない場合もあり
ます。下記を実施される前に必ず社内のサーバやセキュリティ、ネットワーク等
管理をされているご担当者様へご相談ください。

「MainProgram」のプロパティを閉じたら、一つ上のフォルダまで戻り、「実施者
用管理ツール」フォルダが見えるようにしてください。

６. 個人情報漏えい防止の権限設定一例
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【実施者以外参照できないようにするため、アクセス許可の変更と拒否設定をします】

「実施者用管理ツール」フォルダを選択し、右クリックして「プロパティ」を選択します。

「共有」タブを選択し、「共有」のボタン
をクリックすると下記の画面が表示されま
す。「Everyone」を右クリックし、削除し
ます。「共有」ボタンを押して閉じます。

右クリック→削除

「セキュリティ」タブを選択し、「Everyone」を選択し、「編集」ボタンを押します。

クリック
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「フォルダーの内容の一覧表示」の欄を「拒否」にチェックを入れ、「OK」を押
します。

拒否にチェック

上記設定が完了したら、プロパティを閉じ、実施者以外のPCから実施者管理ツー
ルフォルダをクリックし、下記の表示が出るかご確認ください。



21

実施者用管理ツールは同時に複数ユーザーが起動することができないようになって
いますが、ツール実行中にパソコンを強制終了した場合など、次回実施者用管理
ツールを起動しようとした際に、同時起動ユーザがいないにもかからず、下のよう
なメッセージが出て起動できない場合があります。

この状態になった場合、以下の手順で起動状態を示す「実施者用管理ツールロッ
クファイル」を削除することで、解消します。

実施者用管理ツールロックファイルの削除手順

エクスプローラで、ストレスチェック実施プログラムを設置したディレクトリの
下の「実施者用管理ツール > MainProgram」という名前のディレクトリを開きま
す。 ディレクトリの中にある「LockFile.txt」という名前のファイルを選択し、削
除してください。

この状態で、実施者用管理ツールを再実行すると、正常に起動するようになります。

７. 実施者用管理ツールが「他のユーザーが起動中」
のメッセージで起動できない場合
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